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久保田競 ･松波謙一 ･三上1771'允 ･松村道一
研究概要
1)前頭連合野における条件づけ形成の神経槻
椛の研究 久保ul親
サルのTJ了1両迎合野ニュ-ロン活動は条件性弁別
反応の学習が成立すると条件性刺激 (赤や緑のラ
ンプ)に皮応し,次に行う反応 (テコはなし,ま
たはテコのおし続け)に先行して活動する.また
学習が成立していない汀引こは.このj:うな活動が
みられない｡このことを碓かめるため,前頭連合
野に脳波TtL極を拙め込み,反応の'-7習成立するに
つれて,脳波がどのように変わるかをしらべた｡
2)大脳半球の強調作川.柑 こ胴梁線維の作用
について 松波三根-
"Whytwobrainsandoncmind?n こう
言われるように,大脳は左右抑 r･球より成るが,
我々は心が2つあるとは意識しない｡この左右の
大脳の鋤きを総合して,1つのfrJ神tfl･動とする機
椛は何なのだろう? その1つの可托性として,
脳梁線維の存rL=があげられる｡この胴梁線維の槻
能を生PP.学的アプローチにより耶明している｡
3)放射性デオキシグルコース脳内取り込みの
出の定Tit的解析
松波謙一 .景山 d).松村道-
遅延反応を学習させたサルを使い,この課題遂
行中の2-デオキシーd-グルコースの取 り込み
から,脳の活動部位を見て来た｡定性的な実験と
して,矢状断切片によるオートラジオグラフを作
製したが,これに加えて測定の簡単な実質臓器で
の定昆化も試み,一瓢 巾部談話会で発表した｡
4)高次視覚T乃報処理機fq･の研死
三上苛允
祝党動物であるサルの配光情印処PI!機隅を神経
生班学,神経炎理学,心即物FB学の手法をFf]いて
研究する一環として,今咋皮は視覚前野のMT野
において,心Fjl物m!学で用いられる仮現述動のパ
ラダイム巾に,ニューロン活動を記拝し,運動祝
のメカニズムを解析した｡
5)運動野の_7l_シナプス回路網と随,Cr.迎動のコ
ントロール位脚 こついて
松村迫一 ･久即 】rR･沢口俊之2)
迎動野に2本の微小Tti極を別人し,防.El.運動を
行わせている問に,ニューロン活動をそれぞれ記
錨する｡スパイクトリガー法や相互相関法によっ
て,2つのニューロン問の!tiシナプス性結合を調
べて,この結合に関与している伝達物質を明らか
1)生化学研究部門･助教授
2)大学院生
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